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それらのうち核酸類に関しては、 1962年 Simon らがメチレンブルーによって Deoxyribonuc1 eic
acid (DNA) 中のグアニン残基が殆んど選択的に光増感され、分解されることを観察したのをきっ
かけとして興味を集め、その後メチレンブルー、チオピロニン、ルミクローム、プロフラピンなどの








ることを事庁たに見い出した。その後さらに nicotinamide-adenine dinucleotide (N AD) , nicotinaｭ
mide -adenine di川cleotide phosphate (NADP) , Coenzyme A (CoA) , adenosine 5に tripho-





酸類の photodynamic action の研究に全く新しい分野が切り聞かれたことになる。また一方、それを
媒介するリボフラビンの機能に関しでもきわめて興味深い問題が存在していた。しかしながら、上記
のヌクレオチド類のうち、 CoA についてはそのアデニン部分の光酸化が失活の原因であることを示




(1) まず NAD を基質としてその光増感分解反応と反応生成物に関する検討を行ない光増感失活に
際して分子中のアデニン部分がリボブラビンにより光増感され、分解してゆくことを明らかにし、そ
の際の主要反応生成物としてアデニン側のN-グリコシド結合が開裂した ribosyl nicotinamide 
diphosphoribose [ 1 J ，むよびアデ二ン環がヒポキサンチン環に変化した nicotinamide-hypoxanｭ
thine dinucleotide (N HD) [IIJ をそれぞれ単離同定した。 一方、ニコチン酸アミド環、ニコチン酸
アミド N- リボシド結合、リボースーリン酸エステル結合、ピロリン酸結合などが直接光増感され、
分解もしくは問裂することを示唆する実験事実は認められないところから、 NADP も含め- -般にピ
リジンヌクレオチド類中ではアデニン部分が選択的に光増感され、分解するのではないかと考えるに
至った。なむ、 NAD が光増感分解される条件下で、 [IIJ は全く分解されないので、[1 J は [IIJ を経
由して生成したのではなく、別の未知中間体を経由して生成したものと考えられる。以上の結果は、
アデニンを含むヌクレオチド類の光増感失活が分子中のアデニン部分の選択的な光増感分解に基因す
るとしけ、 さきの Ueぬhar、a らの推論を .層層具f体本的に確証したものでで、あると共に、生物j活舌性を有すす‘るヌ
クレオチドの光増感分解反応応、の化学的過程の




シド結合が開裂した ribose 5-phosphate (R 5P) [固 J ， アデニン環がヒポキサンチン環に変化した
mosl附グーmonophosphate (5 ノー 1 M P) [町J ， 8 ーオキシアデニン譲に変化した 8-oxyadenosine 
グー monophosphate (8-0xy-AM P) [VJ をそれぞれ単離同定し、またアデニン環がアラントイン〔羽 J ，
パラパン酸[WJ に変化したヌクレオチドの存在も推定されるに至った。さらにグーAMP が光増感、分
-229-
解される条件下で、〔町〕は分解されないが、 (VJ はグーAMP に比較してきわめてすみやかに分解さ
れ、その際〔皿〕などを与えることが確かめられた。以上の結果と、さきに NAD を基質として得られ
た結果を総合すると、リボフラピンによる 7デニン誘導体の光増感分解反応における化学的側面とし
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リポプラピンはビタミン B 群に属するビタミンの aつであるとともに生物体内に含まれている光増
感作用を有する色素でもあるため、生命現象と光化学反応との関連という面からも重要視されなけれ
ばならない物質である。この論文によってリポプラピン存在下ニコチンアミドーアデニンジヌクレオ




(II) よりはリボース-5-燐酸、イノシン-5ノー燐酸、 8 ーオキシアデノシン-5'-燐酸が生成し、
(田)よりはイノシン -5'-燐酸が生成する
ことが証明された。これらの業績は生物化学の領域にむける光化学の研究の発展に著しく寄与するも
のであり、学位論文として真に優れたものであることを認めます。
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